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　山田神社の社叢（神社の境内を囲む森）には、東南
アジアの亜熱帯地方に生息する珍しい植物がいくつか
ある。その中でもヤマモガシは県内でも珍しいため、「山
口県の絶滅危惧種」になっている。大きい木は高さ約
10 メートルもあり、7 月下旬から 8 月上旬にかけて白
いつぼみや花がブラシのように生り、梢

こずえ

が白く見える。
この花は咲き終わると小さな緑の実となり、秋には長
さ約１センチメートル位の楕円形の黒い実になる。こ
の実はヒヨドリによって運ばれ、母樹の周りに大小の

幼苗が育っている。
　ヤマビワも山口県では希な木で、周南部では柳井市にある賀茂神社の社叢を
除いて他にない。大きい木は高さ約 8 メートルあり、5 月下旬から 6 月はじめ
に白い花が咲き、梢全体が白く盛り上がって見える。生じた実は 12 月下旬に
かけて約 8 ミリメートルの黒い球に成熟する。花の咲いた母樹のまわりに大小
の苗が少数育っている。ヤマモガシもヤマビワも屋代島内では山田神社の社叢
でしか見つかっていない。
　サカキズラは屋代島内では山田神社と下田神社の社叢でだけ見つかっている。
山田神社のホルトノキは屋代島内の中でも特別に大きい。タイミンタチバナは
下田神社の社叢と同じように多数ある。暖かい地方の社叢でないとなかなか育
たないもので、一斉に開花した時は大変よい香りがする。神社の石段を登った
辺りにあるウラジロガシは、山口県では標高約 1000 メートルの寒い山地から
柱島諸島の黒島のような暖かい所まで、点々と生育する寿命の長い植物である。
　この神社の社叢には以上に述べたような貴重な木が様々あるのでぜひ足を運
んでいただきたい。

《 町文化財保護審議会委員　南　敦 》
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日本ハワイ移民資料館
 　開館　午前９時 30 分～午後４時 30 分
 　休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
 　入館料　大人 400 円　子供 200 円

▲テープカットを行う（向かって左から）木元眞琴
館長、椎木巧町長、湯田克治山口県ペルー協会副会
長、橋本憲二山口県ブラジル親善協会会長


